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特別支援教育に関わる理学療法士の実情と課題
The Current Situations and Issues of Physical Therapists in Special Needs 
Education. 
石 倉 健 二* 足 立 道 久** 古 谷 育 子*** 
ISHIKURA Kenji ADACHI Michihisa FURUTANI Ikuko 
【目的】 特別支援教育に関わる理学療法士 (PT) の実情を明らかにし, 今後の課題について検討を行う。 【方法】 特別
支援学校 (肢体不自由) に勤務等をするPT108名を対象に質問紙調査を行った。 【結果と考察】 特別支援教育に関わる場
合 , 医療職であるPT と してなのか, PTの専門性を活かした学校教員となるのか, その立場によって専門性の発揮のさ
れ方が変わってく ることが示された。 また、 特別支援学校に関連する業務を行う場合に, 困難を感じているPTは 6 割に
のぼる。 これには、 学校の文化や制度的な側面が影響しているが, 保護者や医療機関に関する情報の少なさといった課題
も示された。 【展望】 今後, 特別支援学校におけるPTの活用はさらに拡大していく と考えられる。 医療職か教員か, 当
該 PTの置かれた立場を踏まえた柔軟な対応が望まれる。 
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1 . はじめに
特別支援学校小 ・ 中学部(肢体不自由) では, 重複障
害学級に在籍する児童生徒の割合は平成17年度の75.4 % 
をピークと してその後減少するものの, 平成27年度は
56.0%であり, 引き続き他の校種に比べて著しく高くなっ
ている' )。 こう した状況に伴い, 文部科学省は平成20年
度から2 年間, 「PT, OT, ST等の外部専門家を活用し
た指導方法等の改善に関する実践研究事業」 を実施した。 
また北海道や神奈川県など一部の自治体では, 理学療法
士 (以下, PT) , 作業療法士などの専門家を教員として
採用する取り組みも行われている。 さらに, 各教育委員
会や学校単位で病院や療育機関と独自に連携をしている
ところも多い。
こう した取り組みの中で多くのPTが, 特別支援学校
における自立活動の指導への助言, 教育相談への対応, 
教員研修などに携わっている。 その中で, 学校における
PTの立場の保障の問題2), 教師とPT等との考え方の相
違 3), など多 く のことが課題と して指摘されている。 ま
た特別支援学校におけるPTの活用に関しては, PT活
用の量的頻度が高いほど, 連携内容の質的緻密さが増す
ことも示されている4)。
特別支援教育におけるPT の活用の形態は多様であ
り5), その形態ごとの実情は明らかとなっていない。 そ
こで本研究は, 特別支援教育に関わるPTの実情を明ら
かにし, 特別支援学校との連携を円滑に行うための課題
について検討することを目的とする。 
II 対象および方法
1 . 対象
特別支援学校 (肢体不自由) に勤務 (常勤又は非常勤) , 
又は何らかの形で特別支援学校や教育委員会に関わるP 
Tic8名 (90施設) を対象とする。 なお本調査は, 別稿5) 
の調査の際に協力を得ることができた者を対象としてい
る。 質問紙には返信用切手を貼付した返信用封筒を同封
した。 
2 . 調査方法
調査期間は2014年 1 月上句に発送し, 1 月31 日を返送
の締め切りと した。
得られたデータは統計的に処理し, 匿名性の確保に努
めた。 また, 本質問紙への回答をもって, 本研究への同
意が得られたものとみなした。 
3 . 調査内容
調査項目は①所属先, ②特別支援学校における採用形
態や立場, ③特別支援学校関連業務における困難性, ④
特別支援学校における望ましい立場, ⑥特別支援学校に
おける望ましい業務, 等の計12項目とした。 
m 結果と考察
1 . 回答状況
送付した108名のうち73名から回答があった (回収率
67.6%)。 
*兵庫教育大学大学院特別支援教育専攻障害科学コース 教授 * * 社会福祉法人養徳会医療福祉センターのぎく診療部
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2 . 回答者の所属先と学校での採用形態
「特別支援学校と隣接はしていない医療機関・ 福祉事
業所」 が29名 (39.7%) で最も多く, 「特別支援学校」
と 「特別支援学校に隣接する医療機関・ 福祉事業所」 が
いずれも19名 (26.0%) , その他6名 (8.2%) であった。
「特別支援学校」 勤務者19名の採用形態は教員として
の採用が 8 名、 教員以外の枠の採用が7 名、 その他が4 
名であった (表 1 )。 そのう ち17名は正規雇用であった
が, 2 名は非正規の有期雇用であった。 
表 1 特別支援学校に勤務するPTの採用形態
(N=19) (複数回答) 
いる場合もあり, この場合は 「教員」 という立場に拘束
されずに専門性を発揮できる可能性がある。 学校内での
職務上の役割や教員との関係性などで困難なこともある
と思われるが, こう した採用形態が広がればPT等が学
校での業務に携わりやすく なると思われる。 
3 . 特別支援学校勤務者の専門性の発揮について
「特別支援学校」 勤務者に, PT としての役割や専門
性が十分に発揮できていると思うかについて尋ねたとこ
ろ, 「十分に発揮できている」4 名, 「ほぼ十分に発揮で
きている」8名, 「あまり十分ではない」5名, 「十分で
はない」 2 名であった。 その理由の自由記述をまとめた
結果を表2 に示す。
特別支援学校に勤務するPTが自らの専門性を発揮す
ることについては, 関わりのある子どもについては対応
できるものの, 全校児童生徒までは関わることができな
かったり, 時間が短いことから, 対象となる子どもが限
定されやすいことに限界を感じている様子がうかがえる。 
これは、 クラス担任となるのか, 理学療法や自立活動の
専任になるのかによって事情は大き く 異なると思われる
が, いずれにしてもPTが校内に 1 人しかいない状況で
は限界が生じるのは自明である。 複数のPTが配置され
ることが望ましいが, それは将来的な課題と考える。 
採用形態 回答数
教員 と し て採用-・ 自立活動担当教員( 自立活動教諭免許状保有 ) と し て, 通常の採用試験と は別枠で採用・ 特別支援学校教員 (特別支援学校教諭免許状保有 ) と し て, 通常の採用試験で採用教員以外 と し て採用
・ 実習助手 (特別支援学校教諭免
許状等無 し) と し て採用
・ PT と し て教員以外の枠 で採用
そ の他
・ 教育委員会職員 と し て, 自立活
動教諭採用試験受験 , 等
4
 
3
 
4
 
現在の日本の学校教育制度では, 学校で児童生徒への
指導を行うことができるのは原則的に 「教員」 に限られ
ている。 このことを鑑みれば, 「教員」 と して採用され
る方が, 現行制度の中では児童生徒への指導にあたりや
すい。 しかし, PTが個人的な努力で特別支援学校教員
免許状を取得したり, 通常の採用試験を受験することは, 
個人的な負担が過剰である。 「教員」 としての採用を推
進するのであれば, 自立活動教諭免許状を付与し, 通常
の採用試験とは別枠で採用することが最も妥当な方法で
あると思われる。 この方式は既に幾つかの自治体で実施
されており, 参考に値するものと言える。
その一方で, 「教員」 ではなくPT と して採用されて
4 . 特別支援学校での業務の困難性について
特別支援学校に関連する業務を行うにあたり, 何らか
の困難を感じることがあるかを尋ねたとこ ろ, 「はい」
が47名 (64.4%) , 「いいえ」 が21名 (28.8%) , 無回答が
5名 (6.8%) であった。
「はい」 と回答し, 困難を感じている人にその理由を
「学校教員との連携(学校側の間題) (表3 )」 「学校教員
との連携 (PT側の問題) (表 4 )」 「保護者との連携(表
5 )」 「医療機関との連携(表 6 )」 についての自由記述
をまとめたものを示す。
学校側の問題点 (表 3 ) として挙げられている教員の
力量の差の大きさ, 異動による引継ぎの不十分さ, 「訓
練」 や 「医療モデル」 といった教員側の発想の強さは, 
表 2 特別支援学校動務者の専門性の発揮について ( 自由記述) 
(N=19) 
記述内容
「十分に発揮」 「ほぼ十分に発揮」 の場合 の記述 ( N=12) 
・ 教員 で ない た め, ク ラ ス運営には関与せず理学療法 に専念で き る。
・ 外部専門家 と 連携 し 専門職の立場 の一人 と し て担任 と 異 な る位 置づ け で働 け る。
・ 身体や認知面の評価や ア プ ロ ーチ が必要で あ り, PT の専門性 が発揮 さ れ る。
・ 自立活動 の考 え方は理学療法の考 え方 と も 似 てい る た め業務は行いや すい。
「あま り 十分 で は ない」 「十分 で は ない」 の場合 の記述 ( N=7) 
担任 を も っ て お り, ク ラ ス内 で は発揮 で き た が全校に ま で 手 を伸ばす余裕 がない。 
一人一人 に関 われ る 時間が少 ない ので十分 な評価がで き ない。
補装具関係 の選択 な ど不安 を感 じ る。
理学療法 と 接点が少 ない 子に対 し て は, 専門的 に接 す る機会が少 ない。 
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表 3 学校教員との連携で感じる困難点(学校側の問題) 
(N=47) 
理由や 工夫点
学校勤務
・ 教員が持っ てい る情報が伝わっ て こ ない こ と も多い。
・ 教員 の経験年数や 専門 の知識 差 な どが あ り, 情報 を伝 え る難 し さ が あ る。
・ 意見交換ので き る教員 の有無に よ っ て差 が大 き く で て い る。
隣接機関に 勤務-・ 教員 のモ チ ベ ー シ ョ ンが低い。・ 教員 に よ っ て理解に差 が あ る。・ 担任や核 と な る教員 が育 っ て も 異動 と な っ て し ま い, 情報の引 き 継 ぎ がで き て い ない。・ 教育の場で PT の必要性の理解が十分で ない。・ 教員が外部指導員の活用の仕方が分かっ てい ない。・ 学校の 「医療モ デル」 の支援 を 「生活モ デル」 に シ フ ト さ せ る必要が あ る。隣接以外 の機 関に 勤務-・ PT に 教 え て も ら う と い う ス タ ン ス が多 く, 連携 と い う 形 に な り に く い。・ 学校は 「訓練」 を目的 と さ れ る こ と が多 い が, 本人 の生活や 能力 を生 か し た り, 伸ば し て,そ れで ど う し て あげ た い のか と い う 視点 を持 っ て接 す る 必要が あ る と 思 う 。・ 生命維持等, 重症児のリ ス ク につい て伝わり に く い。・ 担当教員が年度で替わる。・ 教師の個人差。・ 自立活動の先生 が少 ない。・ 生徒の目標設定が具体的 で ない場合支援 し に く い。・ PT, OT, ST の区別や それぞれの専門性につい て共通理解 さ れてい ない。
・ 担当 教員 が同席 で き な い ケ ー ス が あ る。
・ PT 以外の基礎知識 を求 め ら れ る。
・ 身体機能面 の問題 よ り も, 学校生活が優先 さ れが ち。 
筆者自身も学校教員に対してしばしば感じている部分で
ある。 「学校教育」 という制度と文化が背景にあるもの
と理解しているが, 学校や学校教員の課題と言える。
PTあるいは医療機関の問題点 (表 4 ) としては, 「学
校教育」 という ことについての理解の不十分さ, 教員個
人の資質にあわせた対応の必要性, 対応する機会の少な
さや時間の短さなどが指摘されている。 PTが学校教育
について知らないのは当然と言えるが, 特別支援教育に
関わる場合には, ある程度の理解をしておく方が業務を
行いやすいことは間違いない。 そのためには, 最低でも
表 4 学校教員との連携で感じる困難点(PT側の問題) 
(N=47) 
理由や工夫点
学校勤務
・PT は何 がで き る か を丁寧に啓発す る必要が あ る。
・ 学校組織の一員 と し て, 一教員 と し て業務 をす る上で, 学習指導要領 を含 め学ぶ必要があ
る。 その こ と を踏 ま え た上で 教員へ児童生徒に必要な特別支援教育の自立活動 を一緒に考
え て い く こ と が で き る。
隣接機関に 勤務-・ 児童の発達面な どだけで な く, 学校教員の理解 レベル, 経験 , 性格な どに よ っ て合 わせ た対応 が必要。・ 知識 の違い に よ り 互い に 意図 す る質疑応答が行 え ない。 双方 の力不足。・ 教員 の レベル( リ ス ク 管理 な どの) 差が大 き す ぎ る。・ 関わ り が少 ない (年 に 1 回 45 分 ) ので十分 な助言 がで き ない。・ 教育的観点, 医療的観点の両方 か ら 見な ければい け ない。・ PT 業務が多忙な ため十分 な時間の確保が難 しい。
・ お 互い の ス ケ ジ ュ ール調整 に 時間 がかか る上に, 十分 な 時間 が と れ ない。
隣接以外 の機 関に 勤務-・ PT が学校の先生方の想いや実際の仕事につい て理解 し き れてい ない。・ 教育 の中で医療情報 を どの よ う に取 り 入 れて頂 く かが課題。・ 支援 し た 結果 がその後の授業 に役立 っ て い る かが分か ら ない。・ 授業目標や 内容は事前に も ら う が, 診断名や身体的 な特徴は対 面時のみに提供 さ れ る た め,児 の把握 ま で 時間 を要 し, 対応 時間 も 短 く な る。・ 回数 が少 な か っ た り, 継続性 がない。・ 学校に対 し て, 何 を ど こ ま で 要求 で き るのかわか ら ない。・ 頻度 が少 な く 担任 と 深い連携が と れ ない。 
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表 5 保護者との連携で感じる困難点
(N=47) 
理由や工夫点
学校勤務
・ 担任 ク ラ ス内の保護者 と は密 に連携 を と る こ と がで き た が, そ れ以外は難 しい。
・ 学校内 で のPT の役割 の理解や , 具体的 に どの よ う に かかわっ て い る かな ど を伝 え る手段,
個別 教育計画への関 わ り がな かっ た り 見え に く い こ と 。
・ 保護者 か ら の情報 を精査せず にPT に投げかけ て く る こ と で, 背景 を知 ら ないPT が間 に立
ち ト ラ ブル に な る こ と が あ る。
・ 教員 を と ば し て 直接PT と 保護者の情報交換 と な っ て し ま わない よ う, 教員 を仲介 と し て い
る 。
・ 教員 と 保護者間の関係 が悪い と 情報交換が難 しい こ と も あ る。
・ 保護者 と 直接話す機会が少 ない た め, 担任 を通 し て 情報交換 し て い る。
隣接機 関に勤務
外来 リ ハ時に保護者 と は コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン を と れてい る。
・ 保護者 と 話す時間が少 ない。
・ 日常的 な面 で の情報が少 ない。
・ 教員 を 通 じ て な ので う ま く 伝 わ り に く く, 他の医療機 関 と の意見が分 かれ た 時 に悩 ませ て
し ま う 。
隣接以外の機 関に 勤務
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表 6 医療機関との連携で感じる困難点
(N=47) 
理由や工夫点
学校勤務
・ 保護者 が同意 し ない と 必要 な情報が入手 で き ない。
・ 保護者 を と お し た 情報だ け だ と, 事実 がは っ き り し な い こ と が あ る。
・ PT に限 ら ずDr . も 直接連絡 を取 っ てい る。 地域の病院 と は情報交換 し に く い。
・ 近 隣に医療機関が あ る た め見学に行 く こ と がで き る。 その反面医学的情報につ い て は密 に
連携 を得 ら れない状況で あ る。
・ 学校 と い う 場 (生活環境 も含 め) の理解が医療機関側に少 ない。
隣接機関に 勤務-・ 保健室の教員 を通 じ て 情報 を得 て い る。・ 医療機 関が隣接 し て い るので 必要に応 じ て 情報 を得 る こ と がで き る。・ 隣接機 関以外 の医療機 関 を利用 し てい る場合 には, 医学的情報 がない ので介入 し づ ら い。 ・ 保護者 を通 し て し か連携 で き ず, 情報 も得 に く い。・ 教育現場 を考 え て, 医療者の発言 に対 し て の確認や 修正 を行 う こ と がで き る シ ス テ ムや 関係 づ く り や 自分の立場 な ど を考 え る 点が多 く あ る。・ 多機関が関連す る こ と で 情報が混乱 し て し ま う 。
隣接以外 の機 関に 勤務-・ 学校の持 っ てい る古い情報で判断す る事が多い。・ 他医療機 関 と の連携 が な く, リ ハの状況 な どの情報 が な い。・ 主 治医 がは っ き り し な い ( わか ら な い) こ と が あ る。・ 医学的情報は学校経由のた め, リ ス ク 面の情報が不十分。・ 内科的・精神的 な事はほ と ん ど伝 わ ら ない。・ 医学的情報につ い て, 教員 が把握 し て い る範囲内 で し か分か ら ない。・ 相談がTEL か手紙に な り, 情報 が上手 く 伝 わ ら ない。・ 医療機関が学校教育の現場 を理解せず, 想像 あ るい は保護者の意見で動い て い る 面があ り,理解 を得 る こ と が難 し い。
・ 他医療機 関 と の意見の相違 が あ る と 予想 さ れ る と き に 返答 に 困 る。
・ 学校 と の連携 に無 関心 な印象 を受 け る 医療機関 も あ る。
・ 医療機 関で の リ ハ を実施 し て い ない児童生徒 も多い。 
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表 7 困難を感じていない人の理由や工夫点
(N=21) 
理由や工夫点
学校勤務
・ 学校 保護者, 関係機関 と の連携 を意識 し, 現場 を理解す る よ う 努力 し てい る。
・ 一人職種のた め, 理学療法 を実施す る う え で 責任 は自分一人 な ので ス ムー ズに教員や保護
者 と の関係 も 作れてい る。
隣接機関に勤務
必要 な 時に学校に行け, 学校側 と 親密 な環境作 り がで き てい る。 
・ ケー ス会議 には教師 も 出席 し て い た だい てい る。
・ 1 回 /月 で 学校連絡会 と い う 会議 を行 っ て い る。
・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を積極的 に と る よ う に し て い る。
・ 一般患者 と 同様の流れで実施。
隣接以外の機関に勤務
学校か ら の要求や内容 につい て 「一任」 で あ っ た り, 「具体的」 で あ る た め。 こ ち ら で迷 わ
な く て 良い。
調整役 の教員 が生徒の課題 を事前に把握 さ れて い る た め, PT にお任せ で は な く, 主体的 に
子 ど も た ち に 関 わ ろ う と す る 姿勢 を学校のほ う で 持 っ て い る。 良い 意味でPT を利用 し, 学
校生活 に活かそ う と さ れてい る。
PT が使用す る専門用語 を知 つてい る教師が多 く, 理解 し て も らいやすい。
役割分担 を行 っ て 複数 のPT で 関わっ てい る た め, - 人 の負担が少 ない。自立活動担当教諭が担任教諭 と と も に問題点や疑問点 を抽出 さ れてい るので, 的 を し ぼっ
た指導が可能。
事前に学校か ら 情報提示 さ れて い る。
生徒が通院 し て い る リ ハ施設のセ ラ ピス ト と 連携 が と り や すい環境。
県 と の契約 (療育支援事業 ) があ り , PT の諸活動への報酬が用 意 さ れてい る。
施設長 は じ めス タ ッ フ の理解 があ っ て業務 を調整 しや すい職場環境。
地域連携の法人 の対策 と し て業務内で 参加 で き てい る こ と 。 
「自立活動」 については理解しておく と, 教員との意思
疎通が図りやすく なると思われる。
保護者との連携 (表 5 ) では, そもそも保護者と関わ
る機会が少ないために, 保護者からの情報や意向を十分
に確認できない困難性が指摘されている。 保護者と直接
に話しをする機会が保障される方が望ましいが, 担当の
教員との関係を考慮した対応が求められる。
医療機関との連携 (表 6 ) では, 医学的情報の不十分
さが多く指摘されている。 これは, 保護者を通じた情報
や, 教員が理解している範囲での情報しか入手できてい
ない現状が反映していると思われる。 また, 他の医療機
関と意見が食い違う場合の対応や, 医療機関も学校場面
を想定した対応をすることの必要性が指摘されている。 
いずれの場合も, 医療機関との連携システムや関係づく
りが求められる。
「いいえ」 と回答し, 困難を感じていない人にその理
由や工夫点についての自由記述をまとめたものを表7 に
示す。 学校勤務の場合や隣接機関に勤務している場合に
は , 関係作りや連携のための会議やコミ ュニケーショ ン
がポイ ントになると思われる。 隣接以外の機関に勤務す
る場合には, 学校側の事前準備が重要となることがうか
がわれる。 
5 . 特別支援学校において望ましいPTの立場
特別支援学校においてPTは, どのような立場で業務
を行う ことが望ましいと考えるか尋ねたところ, 「医療
表 8 特別支援学校において望ましいPTの立場
学校勤務
(N=15) 
所属機関内訳
隣接機関
(N=18) 
隣接以外 計
(N=34) 
医療職で あ る PT と し て
業務 を行 う
PT の知識 等 を活 か し て
教員 と し て業務
ど ち ら と も 言 え な い
そ の他
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表 9 「医療職であるPT と して」 を選択した理由
理由
「学校で行 われ る こ と は全 て 教育 の一環」 と い う よ う な 考 えの も と で は, 医療職の意見が通
り に く い。
・ 教師 と し て の資格が な い た め、 医療職 と し て の立場 に な ら ざ る を得 な い。
・ 理学療法の実施 には医師の指示 が必要 な た め, 医療機 関 と 隣接 す る 特別支援学校で あ る必
要が あ り , 実現は難 し い。
・ 教員 と し て業務 を行 う と 数 々の制限が あ る。
・ 医療機関 を数年経験 し, そ の経験 と 知識 を提供す る こ と が望 ま しい。
・ 学校の先生の専門性 を再確認 し ない と いけ ない場面 も多い ため, PT の行 う こ と や考えの活
か し方 を, 「訓練」 と し て で は な く 「学校教育」 と し て利用 し て も ら え る よ う に, 立場 を明
確 に分け て介入 す る 必要が あ る。
・ 教育 に関す る方針 はPT で な く 教師が専門分野で あ る と 思 う ので, 医療職 と 教育職は し っ か
り と 区別 し た ほ う がい い。
・ 子 ど も た ちにつ い て の正 し い理解 を教員 に求 め る た めに も, PT と 学校教員は役割 を明確 に
す る た めに医療職 と し て のPT で あ っ て も ら い たい。
・ 教員 とPT の役割分担 をは っ き り と 行い, そ れぞれの専門性 をい か し な が ら同 じ目的 を達成
す る のがい い 。
・ 教員 と な っ て し ま う と, PT と し て の意見が ど う し て も 言い づ ら く な っ て し ま う 。
・ 教員 に は医療的 な 知識 が不足 し て い る た め, 医療人 と し て の ア ドバイ ス を行 う 必要性 が あ
る た め。
・ 教員 と 違 う 視点が必要。
・ 基本的に理学療法士は教員 と し ての教育 を受けてい ない ので, 教育者 と し ての業務 を求め
ら れ る と 困難。
・ 教員 で あ り な が ら理学療法の知識 を活 かせ た ら と 思 う が, 教育現場 で 的確 に指導す る には
あ る程度の経験が必要 で あ る こ と か ら, 理学療法士 と し て業務 を行 う 方 が望 ま し い。
・ 学校で 困難 な こ と が あっ た時に, サ ポー ト す る程度で 良い と 思 う 。 
職であるPT として」 が21名, 「PTの知識等を活かして
教員として」 が20名, 「どちらとも言えない」 が23名と
ほぼ同数であった。 これを勤務する機関別に整理した結
果を表8 に示す。
隣接機関又は隣接以外の機関に勤務するPTは , 「医
療職であるPT として」 が最も回答者が多いのに対し, 
学校に勤務するPTは, 「PTの知識等を活かして教員と
して」 が最も多かった。 
このよう に, 回答したPT が所属する機関によって
「医療職」 に重きを置くのか, 「教員」 に重きを置くのが
異なる結果となったことは興味深い。 それぞれが所属す
る機関の立場に主眼を置いた結果であることは当然のこ
とと言えるが, PT も 「医療職」 と しての立場であるこ
とにこだわらずに, 置かれた立場によって柔軟に考える
必要性があることを示したものと言える。
「医療職であるPT として」 と回答した者にその理由
表10 「PTの知識等を活かして教員として」 を選択した理由
理 由
学校は教員 が中心 と な っ て 教育 を進 め て い く 場 で あ り, 医療 が強 く な る と 教員 の良 さ が薄れ
て し ま う こ と や, 子 ど も の学校生活 に マ イ ナ ス な影響 を与 え て し ま う 危険性 が あ る。
・ 治療 を主体 と し た内容で は, 医師等が不在の中で は安全性や 妥当性 に欠 け て い る。 教員 現場
や内容 を考慮 し た指導や助言が望ま しい。
・ 医学的 な事以上に大切 な こ と を先生 と し て 教 え る こ と がで き る。
・ 教員 が日常生活の中で行 え る指導 を行 う には, PT が教員 と し て の業務 を行い, 業務か ら変
え て い かない と 実際の現場 で行 う のは難 し い と 考 え る。
・ 学校生活の中で 専門知識 を活 かす こ と が望 ま し い。 リ ハ中心で な く 学校の生活 を感 じ て 欲 し
い o
・ 教育的観点 を重 視 し, 医療が必要 な場面で は連携 をすす めて 医療機 関 と 児童・学校 をつ な ぐ
役 割 が あ る 。
・ 学校で の具体的支援 が必要 な場面で, 具体的 な ア ドバイ ス を行 う こ と が, よ り 効率的 で 効果
的 だ と 思 う 。
・ 教員 と 協同す る た めには, 医療 と 教育で 見て い く こ と が出来 る人材 が望 ま し い と 思 う 。
・ 学校生活で活 かせ る知識や 技術 を提供す る た めには, 医療職 と し て の立場 だ けで は良い助言
は出来 ない と 思 う 。
・ 障害 を 見極 めた 上で, 一人 の教育者 と し て 考 え る 必要が あ る。 
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表11 「どちらとも言えない」 を選択した理由
理由 
教員 の立場 に な れば , 教員 の立場 を理 解 し な が ら 行 え る。 医療職 で あればt op down と し て
は と て も行いや すい。 両方の連携 を行 え る配慮 を望む。
・ PT と し ての立場 を明確に し てい る ほ う が専門性 を発揮 しや すい。 教育的 な部分の理解や知
識がない と 連携す る こ と や専門性 をいかす こ と も難 しい。
・ 医療職の立場 も 教員 の立場 も, その両方 が必要。 病院や施設のPT 間の連絡 な ど橋渡 し役 な
ど も 必 要。
・ PT と し て の知識や 技術 を生 か し な が ら, 学校全体の教員 の専門性 を向上 さ せ て 子 ど も た ち
に提供で き る よ う にす る。
・ 各職種の思い を 考 え 、 対応 し て い く 必要が あ る。
・ 校内配置 で あれば教員 と し て の方 が適当。 外部委託 で あれば学校 と い う 場に配慮で き る能力
を持 つた う えで医療職で も 可。
・ 学校生活 を中心に, それ ら が ス ムー ズに遂行で き る よ う にPT と し て の知識 を取 り 入 れて い
く 。
・ どの様 な 立場 かは学校・校長 の認識 に よ る か も し れ ない。 特別支援学校にPT・OT・ST と し て の
専門的 な 考 え方 を あ る 程度理解 し て も ら っ た ほ う が, 生徒 , 教師の関係 も う ま く い く よ う に
感 じ て い る。
・ 臨機応変 に学校・教師・保護者 さ んのニ ー ズに合 わせ る が, 主役は常 に生徒や学校の先生 で あ
り , 医療職は黒子。
・ PT は あ く ま で も医療職で あ る が, 特別支援学校で は教育 の知識 も 必要。
・ 教員 ・PT 等がそれぞれの専門性 を活か し て い く こ と が大切 に な っ て く る か と 思 う が、 そ の境
界線 が あい ま い に な っ て し ま う 事 で, 先生方 のや り 方・授業 の流れが変 わっ て し ま う ので
は ・ ・ ・。
・ PT と し て は, 医療情報の少 ない中で リ ス ク 管理 し, 評価 を行 う こ と は非常 に知識 と 技術 が
要求 さ れ る。 ま た そ れ を コ ー デ イ ネ ー タ ー , フ ア シ リ テ ー タ ー と し て 教員 と 一 緒 に検討 し,
教育 の中 で行 う 業務 に落 と し 込む には能力 が求 め ら れ る。
・ 常勤で 学校専属のPT がい た方 が , 学校の性質や 通学 し て い るお 子 さ んの全体像 も 見や す く,
保護者 と も コ ン タ ク ト が と り や すい し, タ イ ム リ ー な対応 がで き る ので メ リ ッ ト は大 き い。 
・ 教員 と 同 じ位置(立場 ) の方が理解 し て も ら いやすい のか, あえ て違 う 立場 ( 医療職 ) と し
て行 っ た方 が受 け入 れや すい のかま だ わか ら ない。
・ 医療職 と な る場合は常勤医師の確保 が難 しい。教員 と し て と な る と, 教員は教育的立場 か ら ,
PT は医学的 な 立場 か ら 協合 し合 う こ と は, 実現が困難 と 思われ る。
・ 特別支援学校で 関わる生徒 に対 し, 専門職の観点 で な く, 生徒側の観 点か ら生活 をみてい く
必要が あ る た め, 専門職・教員 と い う 立場 で重 複す る部分は多い。
・ 現在の よ う に外部専門家 と し て介入 し て い る と お互い に尊重 し て集中 し て 協議 で き る が, 常
勤 と な る と 医療色が強 く な る。
・ 教員 と な る こ と でPT 以外 の業務が多 く な る 可能性が あ り, 専門性 を発揮 し に く く な る と 思
われ る 。 
を自由記述で記入してもらった結果を表9 に示す。 また, 
「PTの知識等を活かして教員として」 と回答した者の自
由記述をまとめたものを表10に示す。 さらに, 「どちら
とも言えない」 と回答した者の自由記述の結果を表11 に
示す。
この立場を考える際には, 教員の立場になるためには
「教員免許」 が, 医療職としては 「医師の指示」 がそれ
ぞれに必要となることは重要な指摘である。 前者の場合
には, 自立活動教諭免許状の付与で対応が可能となる。 
また後者では, 医療機関との連携あるいは医療機関内で
の対応が必要となるために, 学校教育と して実施するこ
との困難さが付きまとう こととなる。 そう したことを勘
案すると, 学校内においては医療職と しての立場よりは
教員としての立場に立つ方が対応はしやすく, 連携して
いる医療機関に勤務する者と しては医療職と して対応す
る方が容易であり、 また現実的であると考えられる。 
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文部科学省は現在, 教員免許状を持つていない社会人
等を教員として迎え入れるために特別免許状の積極的な
授与を行う ために, 新しい指針を示している6)。 今後, 
PT と特別支援学校の関わりは, 特別支援学校や教育委
員会での採用, 研修会講師や巡回相談など, さらに拡大
していく ことが予測される。 またその対象も, 肢体不自
由だけにと どまらず発達障害を広く含むことが考えられ
る。
その際, 医療職であるPT と して関わるのか, PT の
知識や技術を活かして教員として関わるのか, その当該
PT の置かれた立場に応じて柔軟な対応をしてく ことが
求められる。 
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